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   第 ２ 回   熊本県議会    決算特別委員会会議記録 

 

平成29年10月３日(火曜日) 

            午後１時０分開議 

            午後１時58分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第44号 平成28年度熊本県一般会計歳

入歳出決算の認定について 

――――――――――――――― 

出席委員(12人) 

        委 員 長 坂 田 孝 志 

        副委員長 浦 田 祐三子 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 前 川   收 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 小早川 宗 弘 

        委  員 森   浩 二 

        委  員 田 代 国 広 

        委  員 内 野 幸 喜 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 磯 田   毅 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 知事公室 

                  公室長 坂 本   浩 

      政策審議監兼 

  くまモングループ課長 磯 田   淳 

              危機管理監  白 石 伸 一 

    秘書グループ課長 横 尾 徹 也 

    広報グループ課長 倉 光 麻理子 

        危機管理防災課長  宮 本   正 

       政策調整監 府 高   隆 

――――――――――――――― 

 出納局職員出席者 

    会計管理者兼出納局長 金 子 徳 政 

          会計課長 無 田 英 昭 

――――――――――――――― 

 監査委員・同事務局職員出席者 

        監査委員 豊 田 祐 一 

         局 長 高 山 寿一郎 

   首席審議員兼監査監 小 原   信 

――――――――――――――― 

 事務局職員出席者 

       議事課主幹 門 垣 文 輝 

       議事課主幹 甲 斐   博 

――――――――――――――― 

  午後１時０分開議 

○坂田孝志委員長 それでは、ただいまから

第２回決算特別委員会を開会いたします。 

 本日から審査に入るわけでございますが、

委員及び執行部の皆様方の御協力をよろしく

お願いいたします。 

 まず、決算審査方針についてお諮りしま

す。 

 お手元に配付しております平成29年度決算

特別委員会審査方針(案)を担当書記に朗読さ

せます。 

 

○門垣議事課主幹 それでは、失礼いたしま

す。 

  平成29年度決算特別委員会審査方針(案) 

  本委員会は、未曽有の平成28年熊本地震

 が発生した中での予算の執行状況等につい

 て、次のような審査方針のもとで、執行部

 の説明及び監査委員の意見を聴取しなが

 ら、慎重に審査を行う。 

 １ 予算の執行は、議決の趣旨に沿って、

合理的かつ効率的に行われ、所期の目

的が達成されたか。 

  (1) 歳入は適正に確保されたか。 



第２回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（平成29年10月３日) 

 - 2 - 

  (2) 歳出の執行に遺憾な点はなかった 

か。 

  (3) 主要な施策はいかに達成されたか。 

 ２ 財産管理は十分であったか。 

 ３ 執行体制に問題はなかったか。 

 ４ 法令違反等はなかったか。 

 ５ 前年度決算特別委員会の指摘事項は、

どのように処理されたか。 

 以上です。 

 

○坂田孝志委員長 決算審査方針につきまし

ては、この案でよろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり) 

○坂田孝志委員長 御異議なしと認め、今

後、この方針に沿って審査を進めることとい

たします。 

 これより、本委員会に付託された一般会計

及び各特別会計決算の審査に入ります。 

 まず、金子会計管理者から挨拶と決算概要

説明をお願いいたします。 

 

○金子会計管理者 会計管理者の金子と申し

ます。よろしくお願いいたします。 

 執行部を代表しまして御挨拶を申し上げま

す。 

 平成28年度の一般会計及び特別会計の決算

につきまして、地方自治法第233条の規定に

基づき、歳入歳出決算書等の調製を行いまし

た。その後、監査委員による審査を経て、主

要な施策の成果を記した書類とあわせて、９

月県議会定例会に決算として御提案申し上げ

たところでございます。 

 なお、企業局と病院局の決算審査も予定さ

れておりますが、これらは、地方公営企業法

に基づき各管理者が調製を行い、同様の手続

を経るものでございます。 

今後、部局ごとに御審議をいただくことに

なっておりますが、特別委員会の御審議を通

じて、次の県議会での決算の認定をいただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

さらに、坂田委員長、浦田副委員長を初め

委員の皆様方の御審議、御指導により、今後

の本県予算の執行が効率的、効果的なものと

なっていくことを祈念いたしまして、挨拶と

させていただきます。 

続きまして、決算の概要について、着座に

て御説明させていただきます。 

 平成28年度の一般会計及び特別会計の決算

概要につきまして、お手元に決算概要をお配

りしておりますので、これに基づき総括的な

説明を申し上げます。 

なお、以下の説明におきましては、原則と

して億円を単位として御説明いたします。そ

のため、1,000万円単位を四捨五入しており

ますことをあらかじめ御了承いただきたいと

思います。  

 それでは、決算概要の１枚目をめくってい

ただいて、１ページでございます。 

 これは総括表でございます。説明は、２ペ

ージ目の一般会計決算に関する説明から始め

ます。 

(1)の決算収支の状況は、概況に記載して

いますとおり、熊本地震からの速やかな復

旧、復興を図るため、予算が大幅に増加した

ことから、一般会計の決算額の歳入は9,979

億円で、前年度比で2,253億円の増加、歳出

は9,687億円で、前年度比で2,141億円の増加

となっております。実質収支は137億円で、

前年度比で33億円の増加となっております。 

 予算現額に対する割合は、歳入、歳出それ

ぞれ72.9％、70.8％と、例年に比べて低くな

っております。これは、熊本地震からの復

旧、復興を図るために、予算を大幅に増加し

たこと及び翌年度への繰越額が大幅に増加し

たためであります。 

 このことにつきまして、文面にはございま

せんが、尐し補足説明させていただきます。 

 歳入については、予算額は大幅に増加しま

したが、年度内に執行できず翌年度に繰り越

した事業に係る国庫補助金や起債などの歳入
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は、実際に事業を実施する平成29年度に受け

入れることになり、平成28年度の歳入決算額

には反映されませんので、その結果、予算現

額に対する割合が低くなったものでございま

す。 

 なお、過去10年間の決算規模の推移を３ペ

ージの下段の図１で示しておりますが、平成

28年度決算の規模は、熊本地震の影響で過去

最大の決算規模となっております。 

 次に、１ページをおめくりいただきまし

て、４ページをお願いいたします。 

 歳入の状況でございます。 

 歳入は9,979億円、前年度比で2,253億円増

加しておりますが、(1)及び(2)のところに主

な増加・減尐要因を記載しております。 

 歳入の主な増加要因は、次のページの表２

の14番目の国庫支出金や12番目の地方交付税

で、熊本地震からの復旧、復興に要する事業

実施のため増加したものであります。 

 歳入の主な減尐要因は、５ページの表２の

１番目の県税や２番目の地方消費税清算金

で、県税は地方消費税及び個人県民税などの

減尐が影響しております。 

 次に、１ページめくっていただいて、６ペ

ージをお願いいたします。 

 歳出の状況でございます。 

 歳出は9,687億円、前年度比で2,141億円増

加しておりますが、(1)及び(2)のところに主

な増加・減尐要因を記載しております。 

 歳出の主な増加要因は、対前年度増加額が

大きい順に、次の７ページの表３の３番目の

民生費、２番目の総務費、７番目の商工費

で、いずれも熊本地震からの復旧、復興に要

する事業費の増加によるものであります。 

 歳出の主な減尐要因は、７ページの表３の

13番目の諸支出金で、これは熊本地震の影響

に伴う地方消費税清算金の減などによるもの

であります。 

 次に、１ページをめくっていただいて、８

ページをお願いいたします。 

 翌年度繰り越しの状況でございますが、繰

越額は3,414億円で、前年度比2,915億円の大

幅な増となっております。これは、熊本地震

に対応するために大幅に増加したものであ

り、過去最大となっております。 

 下段の不納欠損の状況でございますが、県

税を中心に3.6億円の不納欠損処分を行って

おります。 

 次に９ページをお願いたします。 

 収入未済額の状況でございますが、収入未

済額は35億円で、前年度比３億円の減となっ

ております。 

 なお、収入未済額は、平成21年度の63億円

をピークに７年連続で減尐し、過去10年間で

最小となっております。 

 下段の不用額の状況でございますが、不用

額は588億円で、前年度比431億円の大幅な増

となっております。これは災害復旧費などで

当初の要望額に対して実績額が下回ったこと

などによるものでございます。 

 次に、10ページをお願いいたします。 

 特別会計の決算でございます。 

 特別会計は、11ページの表１のとおり、14

の特別会計について決算をしております。 

 特別会計全体の決算額は、歳入が1,748億

円で、前年度比486億円の増加、歳出は1,671

億円で、前年度比496億円の増加となってお

ります。 

 歳出額が増加した主な会計は、11ページの

表１の14番目の公債管理特別会計で264億円

の増加、１番目の中小企業振興資金特別会計

で226億円の増加となっております。 

 歳出額が減尐した主な会計は、表１の11番

目の流域下水道事業特別会計で、９億円の減

尐となっております。 

 なお、各特別会計については、各所属から

それぞれ説明を予定しております。 

 次に、１ページめくっていただいて、12ペ

ージをお願いいたします。 

 翌年度繰り越しの状況でございますが、港
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湾整備事業特別会計など４会計において、合

計17億円の繰り越しを行っております。 

 下段の不納欠損の状況でございますが、母

子父子寡婦福祉資金特別会計など３会計にお

いて、合計0.3億円の不納欠損処分を行って

おります。 

 次に、13ページをお願いいたします。 

 収入未済額の状況でございますが、６特別

会計で32億円の収入未済額がございますが、

そのうち中小企業振興資金特別会計が最も大

きなものとなっております。 

 下段の不用額の状況でございますが、特別

会計全体で７億円の不用額がございます。 

 14ページから15ページは、財産に関する調

書の総括表でございます。 

 16ページ以下は、参考資料でございます。 

 16ページは、平成９年度からの一般会計・

特別会計決算額の推移、17ページは、基金の

残高の一覧表、18ページは、基金残高の推移

でございます。19ページは、平成27年度にお

ける九州各県の一般会計の決算状況の一覧表

でございます。 

 そして、以上説明したものを総括したもの

が、この冊子の１ページの総括表になってお

ります。 

 以上、決算の概要について御説明申し上げ

ましたが、詳細につきましては各部局からそ

れぞれの審議の中で御説明申し上げます。委

員の皆様方には、長期にわたり審議いただき

ますが、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 次に、豊田監査委員から

決算審査意見の概要説明をお願いいたしま

す。 

 

○豊田監査委員 代表監査委員を務めます豊

田でございます。着座にて説明いたします。 

 それでは、ブルーの表紙の平成28年度熊本

県歳入歳出決算及び基金の運用状況に係りま

す審査意見書につきまして、その概要を御説

明いたします。 

 この意見書は、本年８月２日に、知事か

ら、地方自治法の規定に基づきまして、28年

度の歳入歳出決算及び基金の運用状況につき

まして監査委員の審査に付されてきましたの

で、その審査結果を取りまとめ、９月１日に

知事に提出したものでございます。 

 ３ページめくっていただきまして、意見書

の１ページをお願いいたします。 

 まず、第１の審査の対象でございます。 

 知事から審査に付されました一般会計と14

の特別会計の決算書等につきまして審査を行

いました。 

 第２の審査の方法でございます。 

 決算の計数が、関係諸帳票等と符合し正確

であるかなど、ここに記載しております４点

に主眼を置きながら、定期監査等の結果も踏

まえまして慎重に審査を行ったところです。 

 次に、下段の第３の審査の結果及び意見で

ございます。 

 まず、１の審査の結果でございます。 

 審査の対象といたしました平成28年度一般

会計及び14の特別会計の歳入歳出決算書等の

計数は、関係諸帳票及び証拠書類の計数と符

合し、いずれも正確であることを確認いたし

ました。 

 また、財務に関する事務の執行において

は、一部に改善または留意を要する事例が見

受けられましたが、預け金、差しかえ等の裏

金や私的流用につながるおそれのある不適正

な経理処理の事例は認められず、全体として

予算の趣旨に沿い、おおむね適正かつ効率

的、効果的に処理されていたと認められたと

ころでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ２の審査の意見でございます。 

(1)の財政状況等についてでございます

が、先ほど金子会計管理者から御説明がござ

いましたので、具体的な決算等の数値の説明
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は省略させていただきますが、先ほども話が

ありましたが、平成28年度の一般会計の歳入

歳出決算はともに過去最大の決算規模となっ

ておりまして、また、平成28年度から29年度

への繰越額も過去最大となっております。ま

た、14あります特別会計は、全て黒字になっ

ております。 

 次に、２ページの下段でございます。 

 主な財政指標等を見ますと、まず財政の弾

力性の確保の面では、経常収支比率は95.1％

と、前年度よりも0.6ポイント上昇し、悪化

しております。また、財政調整用の４基金の

残高は、総額386億円余と、前年度よりも48

億円余の減となっております。 

 一方、財政の将来負担の面では、実質公債

費比率が11.3％と、前年度よりも1.0ポイン

トの低下、改善、将来負担比率につきまして

も、175.2％で、前年度よりも13.8ポイント

の低下、改善となっております。 

 これは、これまでの財政健全化に向けまし

た取り組みの成果と、熊本地震からの復旧、

復興について、国庫補助金や特別交付税増額

等の国の手厚い財政支援によるものと考えて

おるところでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 表の下、しかしながら以降でございます

が、平成29年度以降は、地震関連基金の取り

崩しや地震関連の元利償還金の発生に伴い、

これらの指標の悪化が懸念されております。

ことし５月に公表されました中期的な財政収

支の試算では、平成35年度に最大94億円の財

源不足の見通しも示されております。 

 今後の景気動向や地方財政をめぐる状況の

変化によっては、厳しい財政状況に直面する

ことが予想されるため、国への財政支援を継

続的に働きかけるとともに、引き続き行財政

改革を推進し、財源確保を図っていく必要が

あると考えております。 

 次に、(2)の財務事務の執行状況ですが、

全体として適正に処理されておりますが、一

部改善または留意を要する事項が見受けられ

ました。 

 なお、平成28年度の定期監査におきます課

題件数は表のとおりでございますが、この監

査結果も含めまして、今後の財務事務の執行

において、特に配慮すべき課題及び意見を申

し上げます。 

 まず１点目は、未収金の解消対策でござい

ます。 

 一般会計及び特別会計を合わせまして28年

度の未収金は66億5,100万円余で、うち県税

分が27億6,700万円余、県税以外が38億8,400

万円余となっております。未収金額は、前年

度よりも３億5,700万円余、5.1％減尐してお

ります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 このうち、アの県税の未収金につきまして

は、前年度よりも２億8,400万円余減尐して

おります。 

 特に、未収金が最も多い個人県民税につき

ましては、市町村との共同催告等のこれまで

の取り組みによりまして、前年度よりも１億

4,200万円余減尐と、６年連続で減尐してお

るところでございます。 

 今後も、これらの対策の着実な実施により

まして、未収金の減尐につなげていただきた

いと考えております。 

 次に、イの県税以外の未収金につきまして

も、全体で前年度よりも7,200万円余減尐し

ております。しかしながら、中段に書いてあ

りますが、一方で、前年度より増加している

もの、また、新たに未収金が発生しているも

のもございました。 

今後とも、震災の影響に配慮しつつ、歳入

確保や負担の公平、公正の維持の観点から、

効果的な回収に努めていただくとともに、新

規未収金の発生防止対策を講じる必要がある

と考えております。 

次に、４ページの下段でございます。 

財務事務の執行における課題でございます。 
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それぞれの項目ごとに破線の囲みに課題の具

体例を記載し、その下に意見を述べておりま

す。主なものを御説明します。 

 まず、ア、収入事務についてでございます

が、現金の出納事務に関する事例では、現金

領収書を二重に交付している事例や現金出納

簿に長期間記載していない事例等が見受けら

れたところです。 

 次、５ページをお願いいたします。 

 (イ)その他収入事務に関する事例につきま

しては、県税の還付、補助事業の返還金、使

用料等に関します事務処理の誤りの事例が見

受けられました。 

 収入事務につきましては、取り扱いを一部

の職員だけに任せることなく、組織的管理及

び根拠法令や根拠資料等の確認を徹底して行

う必要がございます。 

次に、中段、イの支出事務についてでござ

います。 

(ア)の支払い時期に関する事例では、賠償

金の支払いがおくれた事例、遅延利息が発生

している事例、過年度支出を行っている事例

等が見受けられました。 

次に、下段の(イ)の委託契約等に関する事

例では、委託事業の一部が未了のまま支払い

を行った事例、手続誤りにより入札を中止し

ている事例、落札者の決定誤りや入札形態の

適用誤りの事例等が見受けられました。 

 支出事務につきましては、組織的な管理体

制の強化を図る必要がございます。また、契

約事務につきましては、６ページに続きます

けれども、必要な規定等に習熟し、契約内容

について当事者双方が十分認識をするなど、

さらに適切な事務処理を行う必要がございま

す。 

次に、６ページのウ、物品の管理事務につ

いてでございますが、車検切れのまま公用車

を使用していた事例、備品を亡失したり、今

後使用見込みがない備品をそのまま保管して

いる事例等が見受けられました。 

 備品の実態を十分把握するとともに、不要

な備品については、規則に定める手続に基づ

き確実に処分を行うなど、一層適切な備品管

理が求められます。 

 次、７ページをお願いいたします。 

エの財産の管理事務についてでございます

が、時効によりまして道路占用料を徴収でき

なかった事例や事業用地の管理が不十分で通

行人が負傷し、賠償金を支払った事例等が見

受けられました。 

 財産の管理事務に必要な関係規定に習熟

し、適切な財産管理や事務処理を行う必要が

あると考えております。 

 最後に、(3)熊本地震からの復旧、復興に

ついて意見を申し上げます。 

 １点目は、熊本復旧・復興４カ年戦略の着

実な推進及び財源の確保等についてでござい

ます。 

平成28年12月に策定されました熊本復旧・

復興４カ年戦略の実現のためには、安定的な

財源確保や効率的な予算執行が不可欠でござ

います。地方の財政負担の最小化のための立

法措置を含めた特別な財政措置を国に要望し

ていくとともに、引き続き行財政改革の取り

組みを推進され、財源確保に努めていただき

たいと思っています。 

また、平成28年度から平成29年度への繰越

額は、一般会計で3,414億円余に達しており

ます。その主なものは、熊本地震からの復

旧・復興対策事業でございますが、入札の不

調、不落等のため、契約手続が遅延している

例が見受けられます。入札条件の見直し等、

速やかに改善措置をとられているところでご

ざいますが、今後とも円滑な事業執行に向け

て努力いただきたいと思います。 

次に、２点目、②人員確保及び職員の健康

管理についてです。 

本県では、今までの行財政改革の中で、職

員数の削減等を推進されてきたところでござ

いますけれども、熊本地震が発生し、増大す
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る震災関連業務に的確に対応するために、平

成29年２月に定員管理の基本方針を策定さ

れ、対応されているところでございます。 

今後も、この方針に基づき、必要なマンパ

ワーの確保を図るとともに、通常業務の継続

的見直しや民間委託の活用等についても、一

層推進していただきたいと思います。 

また、時間外勤務実績を見ますと、地震発

生から１年以上経過いたしまして、全体とし

ては発災前の状況に戻りつつございますが、

一部では依然として多い所属が見受けられま

す。 

時間外勤務が特定の職員や班、係に集中し

ないように、業務の平準化を図るとともに、

職員の心身の健康管理に、組織として十分配

慮していただきたいと思います。 

次の８ページから14ページにかけまして

は、決算の計数を整理したものでありまし

て、また、21ページ以降は、その詳細を資料

として掲載しておりますので、説明は省略さ

せていただきます。 

 次に、17ページをお願いいたします。 

 地方自治法第241条第５項の規定により審

査に付されました平成28年度の定額の資金を

運用するための基金の運用状況に係ります審

査意見書でございます。 

 第１の審査の対象でございますが、熊本県

美術品取得基金が対象でございます。 

 第３の審査の結果及び意見でございます。 

 第２の審査の方法に基づきまして審査の結

果、基金運用状況調書の計数は、関係諸帳票

及び証拠書類と符合し、いずれも正確である

ことを確認いたしております。 

 それから、その運用、会計経理事務の執行

につきましても、適正で効率的に行われてい

ると認められました。 

 なお、基金の現金残高につきましては、次

の18ページに記載のとおりでございます。 

 28年度末現在高、基金全体で５億9,900万

円余、そのうち現金が１億4,900万円余、有

価証券が１億200万円余となっております。 

１ページ戻りまして、美術品取得を円滑に

行うという当該基金設立の趣旨を踏まえまし

て、現金残高が枯渇しないよう、引き続きさ

まざまな対策を講じる必要があることを付記

しているところでございます。 

 以上が平成28年度熊本県歳入歳出決算及び

基金の運用状況に係ります審査意見の概要で

ございます。 

 私からの説明は以上です。 

 

○坂田孝志委員長 これから、各部局の審査

に入りますので、会計管理者は、ここで所定

の席へ移動してください。 

  （会計管理者席を移動) 

○坂田孝志委員長 それでは、知事公室の審

査を行います。 

 まず、執行部の説明を求めた後に、一括し

て質疑を受けたいと思います。なお、執行部

からの説明は、効率よく進めるために、着座

のままで簡潔にお願いします。 

 それでは、知事公室長から総括説明を行

い、続いて担当課長から順次説明をお願いし

ます。 

 

○坂本知事公室長 知事公室の平成28年度決

算について御説明申し上げます。 

 お手元の決算特別委員会説明資料、知事公

室と表紙に記された資料をごらんください。 

 １ページの平成28年度歳入歳出決算総括表

により御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、収入済み額９億

5,079万円余となっており、不納欠損額及び

収入未済額はございません。 

 歳出につきましては、支出済み額63億

4,078万円余、翌年度繰越額が５億7,107万円

余、不用額は１億445万円余となっておりま

す。 

 なお、平成29年度の組織改編により、くま

モングループが知事公室に加わりました。こ
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のため、くまモングループの決算は、旧くま

もとブランド推進課からくまモングループが

引き継いだ事業について計上しております。 

 詳細につきましては、各課長からそれぞれ

御説明申し上げますので、御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

○坂田孝志委員長 引き続き、各課長から説

明をお願いします。 

 

○府高政策調整監 知事公室政策調整監の府

高でございます。 

 まず、本年度の監査状況につきまして、知

事公室の指摘事項は、危機管理防災課につき

まして指摘がございました。後ほど担当課長

から説明いたします。 

 続きまして、お手元の決算特別委員会説明

資料、知事公室におきまして、決算状況につ

いて御説明いたします。 

 資料の２ページのほうをお開きいただきた

いと思います。 

 知事公室ですけれども、歳入につきまして

は、不納欠損額、収入未済額はございませ

ん。 

続きまして、歳出についての御説明です。 

 下段の資料、３ページのほうをごらんいた

だきたいと思います。 

歳出につきましては、予算現額9,197万円

余に対しまして、支出済み額8,759万円とな

っております。 

 歳出の内訳は、職員給与費、それから重要

政策調整事業などに要する経費でございま

す。 

 なお、不用額438万円余は、経費節減など

に伴います執行残でございます。 

 知事公室は以上です。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

 

○横尾秘書グループ課長 秘書グループ課長

の横尾でございます。 

 資料の４ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額はともにありません。 

 続きまして、資料の５ページをお願いいた

します。 

 歳出について御説明いたします。 

 歳出については、予算額２億1,433万円余

に対し、支出済み額２億1,162万円余となっ

ております。 

 歳出の内訳は、職員給与費、秘書課運営費

などでございます。 

 なお、不用額271万円余は、経費節減に伴

う執行残でございます。 

 秘書グループは以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○倉光広報グループ課長 広報グループ課長

の倉光でございます。 

 資料の６ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額はありません。 

 主な収入は、県ホームページ等に広告を掲

載する際の広告料、313万円余でございま

す。 

 続きまして、７ページの歳出について御説

明いたします。７ページをお願いいたしま

す。 

 歳出につきましては、予算現額３億3,987

万円余に対し、支出済み額３億2,329万円余

となっております。 

 歳出の内訳としましては、職員給与費など

の一般管理費、県広報誌の発行やテレビ、ラ

ジオ、新聞での広報事業などに要する広報費

でございます。 

 なお、不用額は1,658万円余で、入札及び

経費節減等による執行残でございます。 

 広報グループは以上です。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○磯田政策審議監 くまモングループ課長を
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兼務しております磯田でございます。よろし

くお願いいたします。 

 資料は、８ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額はございません。 

 収入は、くまモン関連の書籍出版に伴う原

稿料等、62万円余でございます。 

 続きまして、歳出について主なものを御説

明いたします。 

 資料９ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、１段目の総務費が、

予算現額4,898万円余に対し、支出済み額

4,813万円余となっております。 

 歳出の主な内訳としましては、くまモンの

イラスト使用許可に要する経費などでござい

ます。 

 不用額85万円余は、執行残でございます。 

 それから、上から４段目でございます。 

 商工費は、予算現額２億9,329万円余に対

し、支出済み額２億8,187万円余となってお

ります。 

 歳出の主な内訳としましては、くまモンを

活用したくまもとプロモーション推進事業及

びくまモン隊管理運営に要する経費などでご

ざいます。 

 なお、不用額は1,142万円余で、経費の節

減及び入札等による執行残でございます。 

 災害復旧費は、予算現額197万円余に対

し、支出済み額102万円余となっておりま

す。 

 歳出の内訳は、くまモンスクエアの災害復

旧に要する経費でございます。 

 不用額94万円余は、執行残でございます。 

 くまモングループは以上でございます。御

審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

○宮本危機管理防災課長 危機管理防災課の

宮本でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 決算の説明に入ります前に、本年度定期監

査におきまして、監査結果の指摘事項が１件

ございます。その件につきまして御説明いた

します。 

 お手元の監査結果指摘事項、１枚紙でござ

いますが、知事公室分の資料をごらんいただ

きたいと思います。 

 指摘事項は、職員の交通事故についてでご

ざいます。 

 「公用車による毀損額が大きい自損事故が

１件発生している。職員の交通安全意識の高

揚を図るとともに、交通事故に対する効果的

な防止策を講じること。」というものでござ

います。 

 本件指摘の交通事故は、職員が、熊本地震

の対応で疲労が蓄積していた健康状態で公用

車を運転いたしまして、運転操作を誤りまし

て自損事故を起こしたものでございます。 

 本件指摘に対応いたしまして、当課といた

しまして、出張に際しましては、特に疲労蓄

積の状態での運転を避けるということがまず

第１点でございますが、可能な限り総務部財

産経営課に運転手つきの公用車がございます

ので、そちらを利用することといたしており

ます。 

 また、交通安全をテーマといたしまして、

職員の研修を実施いたしました。その上で、

現在まで継続して毎朝班長を呼んで会議をい

たしておりますが、交通事故防止並びに交通

規則の遵守、これについて、職員への周知徹

底ということで図っております。 

 その中で、職員に対しまして、体調管理を

十分に行うという点、それから、体調不良時

は運転を控えるという意識づけを徹底いたし

ております。 

 続きまして、危機管理防災課の決算につい

て御説明申し上げます。 

 先ほどまで使っておりました決算特別委員

会説明資料をお手元にまたお願いいたしま

す。10ページをお願いいたします。 

 危機管理防災課の歳入でございます。 
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歳入に関しまして、不納欠損額、収入未済

額ともにございません。 

 主な収入について御説明を申し上げます。 

１段目の地方創生加速化交付金、2,300万

円余を受け入れてございます。これは、熊本

地震デジタルアーカイブ事業というのに取り

組んでございますが、これに対する国の交付

金でございます。 

下から３段目、防災行政無線負担金でござ

いますが、これは防災行政無線の保守管理に

関する市町村等からの負担金、３億5,300万

円余の収入でございます。 

 最下段の雑入でございますが、これは熊本

地震に対する全国自治体等からの災害見舞

金、５億6,100万円余でございます。 

 次に、11ページの歳出をお願いいたしま

す。 

主な事業について御説明申し上げます。 

２段目の総務管理費、この一般管理費でご

ざいますが、これは、当課の職員の給与費、

それから当課及び各地域振興局の職員が災害

待機を行う際の時間外勤務手当等に関するも

のでございます。 

 続きまして、下段の防災費の防災総務費で

ございますが、右欄記載のとおり、当課の防

災関係の職員給与費、それから熊本地震検証

の事業、それから防災情報通信基盤整備事

業、九州広域防災拠点強化整備事業、それか

らデジタルアーカイブ事業、防災行政システ

ムの管理費などでございます。 

 この中で、事業費が特に大きい中ほどの防

災情報通信基盤整備事業44億円余でございま

すが、これは防災行政無線システムの再整備

を行った関係で、今年度大きくなってござい

ます。 

１つ下の九州広域防災拠点強化整備事業に

ついては、後ほど繰越額とあわせて説明を申

し上げます。 

繰越額、左から４列目でございますが、５

億7,100万円余ございますが、ただいま申し

上げました九州広域防災拠点強化整備事業並

びに熊本地震追悼・復興祈念事業の分でござ

います。後ほど別冊で説明をいたします。 

このページの不用額6,300万円余でござい

ますが、大きなものを御紹介いたしますと、

防災関係行政無線の整備事業が多くなってお

りますが、この関係で保守点検対象の設備が

撤去された関係で経常費が不用になったもの

で、2,800万円余ほど不用が出ております。 

それから、熊本地震で県職員を市町村に多

数派遣をいたしましたが、この関係の旅費、

各振興局等々に配分してございますが、これ

の執行残を合わせたものが400万円程度、そ

れから、自主防災組織等の設立活動支援関係

で補助金を組んでございますが、地震の関係

で事業に取り組めなかった市町村、自主防災

組織等がございまして、申請額が見込みを下

回ったものなどが300万円ほどございます。

そのほか、調査委託事業などで実績を下回っ

た関係で、このような不用額となってござい

ます。 

めくっていただきまして、12ページをお願

いいたします。 

総務施設災害復旧費でございますが、こち

らのほうは、右欄記載のとおり、震度情報シ

ステムの復旧に関する経費でございます。 

資料変わりまして、附属資料の決算特別委

員会附属資料、知事公室分をお開きくださ

い。 

１ページ目、１段目に、九州広域防災拠点

強化整備事業がございますが、これは県の防

災航空センターと警察本部の航空隊の基地の

一体的整備に関するものでございます。 

今熊本空港のほうにつくってございます

が、この繰越理由のほうは右欄に記載してご

ざいますが、建設工事に関する適正工期を設

定するという関係で繰り越しを行ったもので

ございます。 

 工事の進捗率、紙面の中では９月１日現在

で記載でございますので、80％としてござい
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ますが、現時点で96％進捗をしてございまし

て、今月末には完了する見込みでございま

す。 

 ２段目の熊本地震追悼・復興祈念事業、こ

れはことしの４月に行いましたが、その経費

でございます。 

右欄の繰越理由のほうは、本年２月の補正

予算により事業に着手いたしまして、４月に

実施いたしました関係で繰り越し等をしてご

ざいます。 

 危機管理課は以上でございます。御審議よ

ろしくお願いいたします。 

 

○坂田孝志委員長 以上で執行部の説明が終

わりました。 

それでは、これより質疑を受けたいと思い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

○村上寅美委員 １点だけ。さっきあなたた

ちの説明に、車検切れの車に乗っとったとい

うような話があったろう。常識じゃ考えられ

んがね。誰か課長は、これは。管理は。 

 

○小原首席審議員 監査委員事務局でござい

ます。 

 この案件につきましては…… 

 

○村上寅美委員 だけんね、僕が尋ねたいの

は、要するに整合性というか、その辺の管理

状態がどうなのかと。でけたことはしょぬな

かけんね、その辺のところはちゃんとしとれ

ばたい。俺たちてちゃ、そがんことはなか

ぞ、常識的にね。その辺ばどがん考えて、今

後どういう対策をとるか、それをちょっと教

えて。 

 

○小原首席審議員 監査委員事務局でござい

ます。 

 今お尋ねの案件は、天草広域本部の案件で

ございます。で、…… 

 

○村上寅美委員 それで、指摘じゃなくて、

やっぱりそういう状態じゃいかぬから、コミ

ュニケーションをどういうふうに図っとるの

か、それで、反省の原点に立って、今後はど

うするかということを聞かないと心配じゃな

いか。 

 

○小原首席審議員 はい、わかりました。 

 

○村上寅美委員 そういうことだから。 

 

○小原首席審議員 これは、税務課のほうで

管理しております車が、車検切れに気づかず

に２カ月近く使用していたという事例でござ

いまして、その原因は、全く、実際に使用し

ている課と、それから総務のほうでは、車検

に伴います予算の執行をしておりますけれど

も、そちらとの連携がうまくいってなかった

ということでございます。 

 それで、対策といたしましては、公用車の

ダッシュボードに車検有効期限を張ったりと

か、あるいは運転日誌の目立つ場所に車検有

効期限と留意事項を記載したり、あるいは所

属課長のイントラネットへのスケジュールへ

の有効車検期限の入力をしたりといったよう

な対策をとるということで、再発防止に努め

るという回答をいただいているところでござ

います。 

 

○村上寅美委員 その後のことについては、

そういうふうにするということだね。 

 

○小原首席審議員 はい。 

 

○村上寅美委員 やっぱり、それはしっかり

しとかないかぬもんね。 

 

○坂田孝志委員長 ほかにございませんか。 
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○藤川隆夫委員 新たに知事公室の中にくま

モングループというのが入ったわけなんです

けれども、職員は７名みたいなんですけれど

も、現状の体制で今回っているという中で、

何か不便な点だとか困った部分だとか、何か

あれば教えていただきたいなと。さまざまな

事業に関しては、恐らく委託されているんだ

ろうと思いますが、その付近の状況も含め

て、あわせて教えていただければと思いま

す。 

 

○磯田政策審議監 くまモングループの磯田

でございます。御発言ありがとうございま

す。 

 くまモングループは、今職員７名でござい

まして、あと私と嘱託、それから、今山都町

から１人来ておりまして、合計では10名で今

職務をやらせていただいております。 

 くまモングループが知事公室に参りまし

て、今までとちょっと違って、全庁的な立場

からまたくまモンを活用していくというこ

と、それから、くまモンの共有空間といいま

しょうか、くまモンがさまざまな形で企業の

方々と一緒に仕事をしてまいりました。それ

から、大学関係としておりましたので、６月

補正でもいただきましたくまラボを活用――

くまラボという、企業とか大学の方々と一緒

に次のことを考えていくと、新しいくまモン

の進め方とか広げ方を考えていくというよう

な取り組みをやっております。 

 大変尐数で、精鋭でございますけれども、

それぞれすばらしい人材をくまモングループ

に集めていただいております関係で、県職員

だけじゃなくて、さまざまな知恵を取り入れ

ながらやっていっておりますので、より尐な

い人数でも大きな効果が出るような頑張りを

しているかと思います。 

 もし何か足らないことがあれば、またお願

いすることがあるかもしれませんが、今それ

で頑張っているところでございます。 

 

○藤川隆夫委員 尐ない人数で頑張られてい

るということでよくわかりましたけれども、

公室に移ってきた理由も最初はよくわからな

かったので、何で公室に引っ張ってきたのか

がわからなかったけれども、今全庁的な活用

をするという話がありましたので、何となく

わかるような気はしますけれども、とにかく

くまモンを利用しながら熊本の発展にぜひ寄

与していただきたいと思いますし、実際、職

員10名でやられております。これが足りぬと

いうのであれば、公室長を通じて人をふやし

てもらうことを…… 

 

○磯田政策審議監 ありがとうございます。 

 

○藤川隆夫委員 考えてもらえたらいいかと

思います。 

 以上です。 

 

○小早川宗弘委員 くまモンのことで、先ほ

ど藤川委員のほうから話があった件で、ちょ

っと私も気づいたことをお話ししたいと思い

ますけれども、ある東京の夏のイベントでく

まモンに来ていただいて、私もちょっとその

夏のイベントに出演させていただいたんです

けれども、くまモンも夏のイベントで大変だ

なと思いましたけれども、それを支えている

人たちも、本当に忙しいとか、作業がいっぱ

いあるなというふうに思います。 

 くまモン姉さんですかね、くまモンと一緒

に踊ったりされる方、この方たちの費用とい

うのは、この中に入っていますか。 

 

○磯田政策審議監 はい、くまモン隊管理運

営事業の中に入っておりまして、企業のほう

に委託して、その企業の職員として、今その

お姉さんも働いておられます。 
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○小早川宗弘委員 そういうふうな委託をし

てから派遣か何かで支えられているというふ

うなことで、そういう人たちも非常に多忙な

毎日で、やっぱり十分な手当てというか、そ

れなりの報酬というのは払うべきじゃなかろ

うかなというふうに思いました。 

 くまモンの姉さんが、そのときあっと気づ

いたのは、東京ではその方１人だったですか

ね、たまたまその日のイベントがですね。く

まモンをでっかいワゴン車のごたるとに乗せ

て、自分で運転をしてそのイベント会場に駆

けつけて、そして歌って踊って、くまモンと

一緒に、そして夜遅くその女の方がくまモン

を乗せて自分で帰られるというふうなこと

で、相当何かお疲れの中でくまモンも一緒に

連れていったり、帰ったりというふうなこと

で、非常にお疲れとか、事故があったりする

と心配だなというふうに思いますので、その

辺のサポートもきちっと、まあそういう車が

事故ったりすると、特に大都会で交通量の多

いところでたくましく１人で運転していかれ

るものですから、それをちょっと驚いたもの

ですから、その辺のサポートとかいうのは十

分、事故がないような形でサポートを、支援

していただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○磯田政策審議監 ありがとうございます。 

 先生おっしゃるとおり、くまモン隊は、大

体くまモンとそのお姉さんとセットで動いて

おりまして、本当に、熊本県内でもそうです

けれども、お姉さんがドライバーとなって運

転して、次々にいろんな現場を回っていくよ

うな形をとっております。 

 特に、この秋の土日とか、大変忙しいシー

ズンには、１日に３カ所とか５カ所とか回っ

ておりまして、なるべく一人でも多くの方々

にくまモンと触れ合っていただいたりとか、

幸せになっていただきたいという気持ちで頑

張ってもらっています。 

 とはいえ、やっぱり適切な処遇がないと、

早くやめてしまったりとかいうことにもなり

ますので、そこも含め、労務管理も含めて、

委託先の企業にはしっかりお願いしておりま

すので、そういったしっかりと働く方も幸せ

になれるような形で頑張ってまいりたいと思

います。 

 ありがとうございます。 

 

○内野幸喜委員 ここのくまモンの件につい

てですね。 

 去年、ちょうど経済環境常任委員会でお話

ししたんですが、カンボジアのプノンペンに

非常にクオリティーの高いくまモンが出現し

たと、結局これはにせものだったということ

なんですけれども、そういったことについて

の対策って、どういうふうにとられているの

かというのが１つと、もう１つ、ことしの５

月に台湾の高雄に行って、くまモン隊も熊本

の復興をいい形でＰＲしてくれていたんです

けれども、ことしの１月にはシンガポール

と。 

 バリエーションが、やっぱりどこに行って

も一緒なんですね。やっぱりくまモンなの

で、熊本弁でアピールするのが一番なのかも

しれないんですけれども、多尐はバリエーシ

ョンをふやして、台湾バージョンとか、シン

ガポールだったらシンガポールバージョンと

か、若干地元のネタ、地元の言葉を多尐くま

モン隊の方々が使うのもいいんじゃないかな

と。例えば、熊本弁がわからない方はやっぱ

りわからないわけであって、その辺のバリエ

ーションを多尐ふやしたほうがいいんじゃな

いかなということですね。 

 それと、続けていいですか。 

 

○坂田孝志委員長 はい、どうぞ。 

 

○内野幸喜委員 済みません、危機管理防災

課にいいですか。 
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 先ほど、毀損額が大きい自損事故が１件発

生しているということだったんですが、ちょ

っと金額の話がなかったものですから、どれ

ぐらいの金額なのかというのをちょっと教え

てもらいたいと思います。 

 

○磯田政策審議監 まず、くまモンのにせも

の対策でございます。 

 まず、一番にせものとして多いのは、グッ

ズのにせものがたくさん出ている、特に中国

とかが多いのではないかということで、我々

は、もちろん予算も限られているんですけれ

ども、中国側にお願いをして、にせものらし

きものがないのか、ネットとかでちょっと見

てもらっています。 

 そういったものが発見できた場合には、サ

ンプルを取り寄せて確認をしてみて、もし本

当ににせものであれば、現地の弁護士を通じ

て注意するような取り組みをやっております

が、最近は、特に中国での人気が大きくなっ

て、にせものの着ぐるみが出ていました。先

生さっきおっしゃったように、プノンペンで

にせもののくまモンの着ぐるみが出たとか、

ラオスでも出たとか、韓国でも出たという話

があって、まあ喜んでいいのかどうかわかり

ませんが、最近韓国でも人気が上がってきて

いるということがございます。 

 にせもの対策について、まず１つ、海外で

これだけ人気が上がってきたので、本格的に

もう尐し取り組む必要があるんじゃないかと

いうことで、グッズのにせもの対策はしっか

り今やっているところなんですけれども、そ

ういったそのもの自体も、しっかりちょっと

取り組む必要があるかなと１つ思っておりま

す。  

 それから、２点目の御指摘がありました、

くまモンが海外に出たときに、いまだに日本

語でしゃべっているところはいかがかという

お話かと思います。 

 やはり、多言語化というのは、大事なテー

マだと思っております。逆に、くまモンスク

エアは今熊本にございますけれども、例えば

ことしの８月に約６万人ぐらいの方が１カ月

で来られましたけれども、１万人近くが海外

の方でした。あそこでも日本語でやっており

まして、やはり来られた方に満足いただくた

めには、多言語化みたいなことが必要ではな

いかと思っておりまして、海外のくまモンに

ついては２点ですね、そのにせもの対策とそ

れから海外の方に対してどういうサービスを

提供するか、それで熊本をどうやって売って

いくかということをしっかり考えていきたい

と思っております。 

 以上です。 

 

○村上寅美委員 今のくまモンたい、熊本ば

どこかに入れたらどがんや。くまモンていう

ても、単語だけん、くまモンていうたっち

ゃ、当事者はわかっとるばってん、第三者あ

たりに紹介してもくまモンというのは、何の

こつかわからぬばい。だけん、肥後か、まあ

肥後じゃいかぬな。まあ、熊本というイメー

ジをね、まねはでけんし、その辺は……もう

答えは要らぬ、要望で。 

 

○宮本危機管理防災課長 危機管理防災課の

公用車の事故の損害額は、60万円を超える額

でございました。車が分離帯に入ったもので

すから、フェンダーとかタイヤとか、その辺

がちょっと、いわゆるがちゃっといった状態

でございましたので、ちょっと経費がかかっ

て60万円を超えております。 

 

○内野幸喜委員 ひょっとしたらこの１年、

熊本地震が発生して、公用車の事故というの

はふえているのかもしれないんですが、そう

したときに、これはやっぱり基本的に保険で

払われるんだろうと思うんですが、こういっ

たときって、やっぱり保険代というのも上が

っていくんですか、どうなんでしょう。 
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○宮本危機管理防災課長 公用車の自損に関

する分は、保険ではなくて、県の経費で支払

います。任意保険を公用車は掛けてございま

すが、例えば対人ですとかそういったものに

――議会に事故の報告等ございますが、その

中で相手と相殺する場合ですとか、そういっ

た場合は保険を使うことがございますが、今

回の場合は自損でございましたので、自前の

経費ということで、県費で執行してございま

す。 

 

○氷室雄一郎委員 あらゆる部署で広報費と

いうのが使われていると思うんですけれど

も、この２億円のうちの半分がこの首都圏広

報強化事業という、これは、この年度に限っ

てこれは半分ぐらい使っておられるんです

か。大体こういう……。 

 

○倉光広報グループ課長 広報グループでご

ざいます。 

 ２億円のうち１億円というのを、ここ数

年、首都圏において確保させていただいてお

るんですけれども、その理由といたしまして

は、もちろん県内広報もしっかりやっており

ますが、やはり日本全国に熊本県の認知度で

すとか魅力、そういうものを伝えるために

は、いろんなメディアが集中している首都圏

において、効果的に発信をするということが

とても重要だということで、１億円確保させ

ていただいております。 

 ただ、１億円も、中身は東京事務所の、例

えば銀座館の「ＡＳＯＢＩ Ｂａｒ」の運営

費、運営費というか、あそこをＰＲの場所と

いう位置づけでの運営費ですとか、そういっ

たものも入っております。 

 その中で一番大きいのは、メディア活用事

業といいまして、昨年ですと、例えば水前寺

清子さんの「365歩のマーチ」に乗せて、県

民の方、被災された方、熊本県出身のタレン

トの方、そういった方にも御出演いただいた

――今自治体のＰＲ動画というものをいろん

なところで作成しておりますけれども、そう

いったものをつくりまして、首都圏はもちろ

ん、また、全国各地でもいろいろと上映させ

てくれというようなお話もいただいておりま

して、熊本県の今頑張っている姿を発信して

いるというところでございます。 

 

○氷室雄一郎委員 じゃあ、毎年大体このく

らいのでずっと今来られているということ

で、費用対効果の面から効果的な情報発信を

していかないかぬと思っていますけれども、

大体ここが半分ぐらい占めているということ

でありますので、ひとつ検証もしっかり行っ

ていただきまして、効果的な情報発信をお願

いしたいと思います。 

 

○坂田孝志委員長 ほかにございませんか。

よございますか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり) 

○坂田孝志委員長 ないようでございますの

で、これで質疑を終了いたします。 

 次回の第３回委員会は、10月６日金曜日午

前10時に開会し、午前中に総務部及び企画振

興部、午後から土木部の審査を行うこととし

ておりますので、よろしくお願いします。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会します。 

  午後１時58分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により
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